
星に願いを！色とりどりの七夕飾り（小平ふるさと村の七夕飾り・小川町二丁目児童館での七夕の寝相アート）

令和６年度令和６年度
一般会計補正予算（第１号）一般会計補正予算（第１号）
などを可決などを可決
−予算総額は、853億5千3百5万7千円に−−予算総額は、853億5千3百5万7千円に−

小平市非核都市宣言

６月定例会
　令和６年６月定例会は、６月４日か
ら６月２８日まで２５日間の会期で開
催されました。
　この定例会では、令和６年度小平市
一般会計補正予算（第１号）など１２件
の市長提出議案を可決・同意したほか、
２件の市長専決処分を承認しました。
なお、最終日に提出された４件の市長
提出議案は閉会中の継続審査としまし
た。議員提出議案は、パレスチナ自治
区ガザ地区における即時停戦と人道支
援のためのさらなる外交努力を国に求
める意見書など２件を可決しました。
請願は、４件を採択しました。
　また、６月５日から３日間にわたり、
２７人の議員から５６件の一般質問が
ありました。

　世界の恒久平和は、人類共通の
願いである。しかし、核軍備拡大
競争及び通常兵器の軍備拡大競争
は一段と激化し、世界各地で武力
紛争が絶え間なく続き核戦争の脅
威が迫っている。
　我が国は、世界唯一の核被爆国
であることにかんがみ、小平市議
会は、すべての国の核兵器に反対
し非核三原則を堅持し、人類永遠
の平和のため努力することを決意
し非核都市を宣言する。

昭和５８年３月３日
小平市議会

※�この宣言は、昭和５８年３月定例
会において議員から提案され全会
一致で可決されたものです。 日程、開会時刻等は変更や追加になる場合もありますので、議会事務局までお問い合わせください。

１０月１５日（火）決算特別委員会（一般会計）
１０月１６日（水）決算特別委員会（一般会計）
１０月１７日（木）決算特別委員会（一般会計）
１０月１８日（金）�決算特別委員会（特別会計・

下水道事業会計）
１０月２２日（火）広聴広報特別委員会

　９月１０日（火）総務委員会
　９月１１日（水）生活文教委員会
　９月１２日（木）厚生委員会
　９月１３日（金）環境建設委員会
	 請願・陳情締切り（午前中）（※４）
　９月１７日（火）広聴広報特別委員会
　９月１８日（水）都市基盤整備調査特別委員会
　９月１９日（木）公共施設マネジメント調査特別委員会
　９月２４日（火）幹事長会議（※３）
　９月２５日（水）議会運営委員会（※３）
　９月３０日（月）９月定例会本会議（最終日）
	 広聴広報特別委員会（※３）

　８月１９日（月）総務委員会
　８月２０日（火）生活文教委員会
	 請願・陳情締切り（午前中）（※１）
　８月２１日（水）厚生委員会（※２）
　８月２２日（木）環境建設委員会
　８月２３日（金）幹事長会議（※３）
　８月２９日（木）議会運営委員会（※３）
　９月　３日（火）９月定例会本会議（初日）
　９月　４日（水）９月定例会本会議（一般質問）
　９月　５日（木）９月定例会本会議（一般質問）
　９月　６日（金）９月定例会本会議（一般質問）

（※１）�９月定例会初日上程の受付期限です。
（※２）�当日は現地視察を予定しています。

委員会の再開時間等については、議
会事務局にお問い合わせください。

（※３）�開会時刻については、議会事務局に
お問い合わせください。

（※４）�９月定例会最終日上程の受付期限です。

開会時刻 原則として午前９時

市役所７階場 所
今後の
市議会の日程（予定）

市議会だよりの配布に関するお問い合わせは、小平市シルバー人材センター　☎042（344）2120　にご連絡ください。

発行／小平市議会　編集／広聴広報特別委員会令和6年(2024年)7月28日　NO.260
〒187-8701　東京都小平市小川町二丁目1333番地　TEL 042(346)9566
小平市議会ホームページ　https://www.city.kodaira.tokyo.jp/gikai/
電子メール　gikai@city.kodaira.lg.jp
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区分 番号 件名 議決結果

政和 公明 フォ 共産 生ネ 一人 市民 れ新
賛　

成

反　

対

鈴
木　

洋
一

石
津
は
る
か

外
山
ま
な
み

比
留
間
洋
一

深
谷　

幸
信

福
室　

英
俊

松
岡
あ
つ
し

山
田　

大
輔

虻
川　
　

浩

佐
藤　
　

徹

髙
橋　

政
美

津
本　

裕
子

橋
本　

孝
二

幸
田　

昌
之

吉
本
ゆ
う
す
け

岩
本　
　

誠

岡
田
し
ん
ぺ
い

川
里　

富
美

中
江　

美
和

細
谷　
　

正

鈴
木
だ
い
ち

三
輪　

博
美

さ
と
う
悦
子

柴
尾
ひ
ろ
み

伊
藤　
　

央

安
竹　

洋
平

水
口
か
ず
え

中
倉　

茂
和

議員提
出議案

第１３号
パレスチナ自治区ガザ地区における
即時停戦と人道支援のためのさらな
る外交努力を国に求める意見書

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※
議　

長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 ２５ ２

第１４号
有害性が認められている一部有機フ 
ッ素化合物（PFAS）汚染から小平
市民の健康を守るために、早急な対
策を求める意見書

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 ２５ ２

市長提
出議案

第３４号 令和 ６ 年度小平市一般会計補正予
算（第 １ 号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 ２５ ２

第４１号 令和 ６ 年度小平市国民健康保険事
業特別会計補正予算（第 １ 号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 × 〇 ２３ ４

請願 第 ９ 号
有害性が認められている一部有機フ
ッ素化合物（PFAS）汚染から小平
市民の健康を守るために、早急な対
策を求める意見書の提出について

採　択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 ２５ ２

○：賛成　×：反対 ※ 議長は表決に加わりません。

全会一致で議決した議案等（議長は表決に加わりません。）

区分 番号 件名 議決結果 番号 件名 議決結果

市長提
出議案

第２９号 専決処分（小平市税条例の一部を改正する条例） 承　認 第３７号 小平市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条
例の一部を改正する条例 原案可決

第３０号 専決処分（小平市国民健康保険条例の一部を改正する条例） 承　認 第３８号 小平市立学童クラブ条例の一部を改正する条例 原案可決
第３１号 小平市監査委員の選任同意 同　意 第３９号 小平市国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案可決

第３２～３３号 人権擁護委員候補者の推薦 同　意 第４０号 小平市同報系防災行政無線親局設備の買入れ 原案可決
第３５号 小平市税条例の一部を改正する条例 原案可決 第４２号 不当利得返還請求控訴事件訴訟の和解 原案可決

第３６号 小平市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
の基準に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

請願
第 ７ 号 いじめ重大事態の調査報告書について原案の文章を第三者が

作成し提言の実施状況を報告すること等を求めることについて 採　択 第１０号 有害性が指摘されている一部有機フッ素化合物（PFAS）
による地下水汚染の原因究明を求めることについて 採　択

第 ８ 号 学童クラブの開設時間延長を求めることについて 採　択

　

条
例
改
正
の
根
拠
と
な
る
地
方
税

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
３

月
３０
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

令
和
６
年
度
の
課
税
事
務
を
進
め
る

必
要
か
ら
、
同
日
付
で
専
決
処
分
に

よ
り
条
例
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

改
正
の
内
容
と
し
て
、
個
人
市
民

税
関
係
の
改
正
で
は
、
令
和
６
年
度

分
の
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
、
納
税

義
務
者
の
所
得
割
の
額
か
ら
、
本
人

及
び
控
除
対
象
配
偶
者
、
ま
た
は
扶

養
親
族
１
人
に
つ
き
１
万
円
を
合
計

し
た
金
額
を
控
除
す
る
、
定
額
減
税

の
実
施
に
伴
い
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
関

係
の
改
正
で
は
、
①
土
地
に
係
る
固

定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
、

令
和
６
年
度
か
ら
８
年
度
ま
で
の
間
、

現
行
の
負
担
調
整
措
置
の
仕
組
み
を

継
続
し
、
②
新
築
の
認
定
長
期
優
良

住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税
の
税
額
の

減
額
措
置
に
お
け
る
申
告
に
つ
い
て
、

認
定
長
期
優
良
住
宅
の
区
分
所
有
に

係
る
住
宅
の
所
有
者
か
ら
、
減
額
措

置
に
係
る
申
告
書
の
提
出
が
な
か
っ

た
場
合
で
も
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組

合
の
管
理
者
等
か
ら
必
要
書
類
等
の

提
出
が
あ
り
、
減
額
措
置
の
要
件
に

該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

当
該
減
額
措
置
を
適
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
す
る
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

　

本
補
正
予
算
は
、
当
初
予
算
編
成

後
、
新
た
に
実
施
す
る
事
業
等
を
計

上
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
、
東
京
都
の
新
た

な
補
助
事
業
を
活
用
し
、
令
和
６
年

度
に
市
立
小
・
中
学
校
に
在
学
す
る

児
童
・
生
徒
全
員
の
学
校
給
食
費
の

無
償
化
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
国

の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
財
源
と
す
る
定
額

減
税
に
伴
う
調
整
給
付
に
係
る
経
費

を
措
置
す
る
ほ
か
、
小
平
商
工
会
の

新
５
千
円
札
発
行
記
念
市
内
消
費
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
支
援
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
の

実
施
に
向
け
た
予
算
を
計
上
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
都
の
補
助
事
業
を
活

用
し
、
市
立
小
・
中
学
校
モ
デ
ル
校

４
校
へ
い
じ
め
対
応
サ
ポ
ー
タ
ー
を

配
置
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
の
地
下
水
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
定
期
巡

回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
や
民
営
自
転
車
等
駐
車

場
の
開
設
に
向
け
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館

記
念
館
耐
震
補
強
・
改
修
工
事
の
債

務
負
担
行
為
を
追
加
し
ま
す
。

　

補
正
予
算
の
規
模
は
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２３
億
５
千
３
百
５
万
７
千

円
を
増
額
し
、
総
額
を
８
百
５３
億
５

千
３
百
５
万
７
千
円
と
し
ま
す
。

　

財
源
構
成
は
、
国
庫
支
出
金
、
都

支
出
金
、繰
入
金
等
を
増
額
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業

令
和
６
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
等
に
基
づ
き
、
１２
月

２
日
か
ら
現
行
の
国
民
健
康
保
険
証

の
新
規
発
行
を
終
了
し
、
対
象
者
に

資
格
確
認
書
等
を
交
付
で
き
る
よ
う
、

国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
シ
ス
テ
ム

改
修
に
必
要
な
経
費
を
計
上
し
ま
す
。

　

補
正
予
算
の
規
模
は
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
千
９
百
８０
万
円
を
増
額

し
、
総
額
を
百
７８
億
３
千
百
８０
万
円

と
し
ま
す
。

　

財
源
構
成
は
、
国
庫
支
出
金
を
増

額
し
ま
す
。

不
当
利
得
返
還
請
求

不
当
利
得
返
還
請
求

控
訴
事
件
訴
訟
の
和
解

控
訴
事
件
訴
訟
の
和
解

　

令
和
３
年
４
月
に
、
市
は
特
定
非

営
利
活
動
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
、

現
在
の
労
働
者
協
同
組
合
ワ
ー
カ
ー

ズ
コ
ー
プ
・
セ
ン
タ
ー
事
業
団
を
相

手
方
と
し
て
、
市
が
支
払
っ
た
平
成

２６
年
度
分
か
ら
２９
年
度
分
ま
で
の
学

童
ク
ラ
ブ
の
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
、

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
過

払
い
分
の
返
還
を
求
め
、
東
京
地
方

裁
判
所
立
川
支
部
に
提
訴
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
令
和
５
年
１０
月
に
判
決
の

言
渡
し
が
あ
り
、
市
の
請
求
が
棄
却

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
判
決
を
不
服
と

し
て
市
は
直
ち
に
控
訴
し
ま
し
た
が
、

令
和
６
年
２
月
に
裁
判
官
か
ら
和
解

の
勧
告
が
あ
り
、
和
解
協
議
を
重
ね

た
結
果
、
労
働
者
協
同
組
合
ワ
ー
カ

ー
ズ
コ
ー
プ
・
セ
ン
タ
ー
事
業
団
が

市
に
対
し
、
１
千
２
百
７１
万
４
千
８

百
１２
円
を
支
払
う
こ
と
で
和
解
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

小
平
市
立
学
童
ク
ラ
ブ
条
例
の

小
平
市
立
学
童
ク
ラ
ブ
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

学
童
ク
ラ
ブ
の
入
会
児
童
数
の
増

等
に
伴
う
運
営
経
費
の
増
加
に
対
応

し
、
学
童
ク
ラ
ブ
事
業
の
持
続
的
な

運
営
を
図
る
た
め
、
改
正
す
る
も
の

で
す
。

　

改
正
の
内
容
は
、
学
童
ク
ラ
ブ
費

に
つ
い
て
、
現
行
の
月
額
７
千
円
の

規
定
を
月
額
８
千
円
に
改
正
し
ま
す
。

　

施
行
期
日
は
、
令
和
７
年
４
月
１

日
で
す
。

専
決
処
分
（
国
民
健
康
保
険

専
決
処
分
（
国
民
健
康
保
険  

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　

地
方
税
法
施
行
令
が
３
月
３０
日
に

公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
令
和
６

年
度
の
課
税
事
務
を
進
め
る
必
要
か

ら
、
同
日
付
で
専
決
処
分
に
よ
り
条

例
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

改
正
の
内
容
は
、
国
民
健
康
保
険

税
の
低
所
得
世
帯
に
対
す
る
被
保
険

者
均
等
割
の
軽
減
措
置
の
う
ち
、
５

割
軽
減
及
び
２
割
軽
減
の
対
象
世
帯

に
係
る
所
得
判
定
基
準
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
被
保
険
者

数
に
乗
ず
る
金
額
を
、
５
割
軽
減
は

２９
万
５
千
円
に
、
２
割
軽
減
は
５４
万

５
千
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ま
す
。

小
平
市
同
報
系
防
災
行
政
無
線

小
平
市
同
報
系
防
災
行
政
無
線

親
局
設
備
の
買
入
れ

親
局
設
備
の
買
入
れ

　

非
常
時
に
地
域
住
民
へ
情
報
提
供

を
行
う
た
め
の
、
同
報
系
防
災
行
政

無
線
親
局
設
備
を
買
い
入
れ
る
も
の

で
す
。
本
設
備
は
事
業
者
間
の
機
器

の
互
換
性
が
な
い
こ
と
か
ら
、
子
局

機
器
の
製
造
事
業
者
で
あ
る
株
式
会

社
日
立
国
際
電
気
と
消
費
税
込
み
で

７
千
３
百
５４
万
６
千
円
で
随
意
契
約

に
よ
り
、仮
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
の
選
任
同
意

監
査
委
員
の
選
任
同
意

　

任
期
満
了
に
伴
う
監
査
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
議
案
が

提
出
さ
れ
、
次
の
と
お
り
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

岡
村　

健
司
氏

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
る
人
権

擁
護
委
員
の
候
補
者
を
次
の
と
お
り

推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　

瀬
貫　

和
広
氏

　

森
井　

良
子
氏

議 案議 案 等等 に 対 す る 各 議 員 の 賛 否に 対 す る 各 議 員 の 賛 否
６月定例会
会派名略称
（　）内は各会派の議員数

政和：政和会（８）　　公明：市議会公明党（６）　　フォ：フォーラム小平（５）　　共産：日本共産党小平市議団（３）　　生ネ：生活者ネットワーク（２）
一人：一人会派の会（２）　　市民：まちづくり市民こだいら（１…無会派）　　れ新：市議会れいわ新選組（１…無会派）

専
決
処
分
（
市
税
条
例
の

専
決
処
分
（
市
税
条
例
の  

一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

主
な
議
案

主
な
議
案

可
決
、
同
意
ま
た
は
承
認
し
た

令
和
６
年
度
一
般
会
計

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第

補
正
予
算
（
第
１１
号
）
号
）
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外
と

山
やま

　まなみ（49）
②　政和会

生文・公共施設（◎）
小川東町２－１３－８－４０５
☎０４２－３１３－６９６１

安
やす

竹
たけ

　洋
よう

平
へい
（46）

②　一人会派の会
環建・広聴広報・議運
大沼町１－２－１－２０７
☎０４２－３１３－６７８０

細
ほそ

谷
や

　正
ただし
（45）

④　日本共産党小平市議団
環建（◎）・都市基盤（〇）
小川西町５－３７－６
☎０４２－３４５－０８１８

さとう　悦
えつ

子
こ
（59）

③　生活者ネットワーク
環建・広聴広報（〇）・都市基盤
（事）学園西町２－１５－２　 ＣＢ一橋学園
☎（事）０４２－３４２－４４９４

吉
よし

本
もと

　ゆうすけ（41）
③　フォーラム小平
総務（◎）・公共施設
小川西町２－１８－５
☎０４２－３１５－９３３７

山
やま

田
だ

　大
だい

輔
すけ
（51）

②　政和会
生文（◎）・都市基盤・議運
学園東町４９６－５４
☎０４２－３４５－８８６２

幸
ゆき

田
た

　昌
まさ

之
ゆき
（56）

④　市議会公明党
厚生（◎）・公共施設
学園西町１－３７－４
☎０４２－３４７－７４８０

松
まつ

岡
おか

　あつし（39）
③　政和会
議長

学園西町１－１６－１０－２０４
☎０９０－６５４９－０５９６

水
みず

口
ぐち

　かずえ（62）
②　まちづくり市民こだいら

生文・都市基盤
（事）学園東町２－４－１１ハウス井上１０１
☎（事）０４２－３１３－５１０８

五十音順に左から右へ記載してあります。
＜委員会名の略称＞　
総務＝総務委員会　生文＝生活文教委員会　厚生＝厚生委員会
環建＝環境建設委員会
広聴広報＝広聴広報特別委員会
都市基盤＝都市基盤整備調査特別委員会
公共施設＝公共施設マネジメント調査特別委員会
議運＝議会運営委員会　　　　（◎＝委員長、○＝副委員長）

岩
いわ

本
もと

　誠
まこと
（61）

①　フォーラム小平
環建・広聴広報・公共施設
（事）仲町２１０－２－２０３
☎（事）０７０－８５６９－２８６９

伊
い

藤
とう

　央
ひさし
（54）

③　一人会派の会
生文・公共施設（〇）
学園西町１－１２－２２
☎０４２－３１３－２７６１

岡
おか

田
だ

　しんぺい（35）
②　フォーラム小平
総務・都市基盤
鈴木町１－２９０

☎０４２－３４３－３９３９

虻
あぶ

川
かわ

　浩
ひろし
（６3）

⑤　市議会公明党
環建（〇）・都市基盤

美園町２－３－１５－１０３
☎０４２－３４８－０４８３

石
いし

津
づ

　はるか（３5）
②　政和会
総務・公共施設
御幸町６－３－３０７
☎０５０－３７０９－３２８６

川
かわ

里
さと

　富
ふ

美
み
（45）

②　フォーラム小平
生文（〇）・議運

（事）花小金井４－３３－７カトレアハイツ１Ｆ
☎（事）０５０－３５９６－７６１１

鈴
すず

木
き

　洋
よう

一
いち
（64）

②　政和会
総務（〇）・公共施設
（事）仲町１６５

☎（事）０４２－３４３－３０９８

佐
さ

藤
とう

　徹
とおる
（65）

③　市議会公明党
総務・議運

小川町１－８００－３６
☎０４２－３３２－５８８３

津
つ

本
もと

　裕
ゆう

子
こ
（63）

⑥　市議会公明党
総務・議運（◎）

花小金井南町１－１７－１１－１１０
☎０４２－４６４－１１２６

柴
しば

尾
お

　ひろみ（60）
①　生活者ネットワーク

厚生・議運
（事）学園西町２－１５－２　 ＣＢ一橋学園
☎（事）０４２－３４２－４４９４

鈴
すず

木
き

　だいち（41）
②　日本共産党小平市議団

総務・議運
（事）小川町１－１０２３－１２
☎（事）０４２－３４５－４４４０

髙
たか

橋
はし

　政
まさ

美
み
（58）

①　市議会公明党
厚生・広聴広報・都市基盤
小川町１－２２６７－２０
☎０４２－４０９－０５０３

福
ふく

室
むろ

　英
ひで

俊
とし
（34）

②　政和会
厚生・議運（〇）

（事）上水新町２－５－２６
☎０７０－２１６３－２９６６

橋
はし

本
もと

　孝
こう

二
じ
（56）

②　市議会公明党
生文・広聴広報（◎）・公共施設

上水南町１－５－５
☎０４２－３２６－６５２６

比
ひ

留
る

間
ま

　洋
よう

一
いち
（67）

②　政和会
厚生（〇）・広聴広報・都市基盤

花小金井３－６－１４
☎０４２－４６１－３８０１

中
なか

江
え

　美
み

和
わ
（44）

③　フォーラム小平
副議長・厚生・都市基盤（◎）
学園東町２－１３－１２
☎０４２－３１５－７４７５

中
なか

倉
くら

　茂
しげ

和
かず
（63）

①　市議会れいわ新選組
生文・公共施設

小川東町5－17－26－410
☎０９０－７８１７－７０３７

深
ふか

谷
や

　幸
ゆき

信
のぶ
（45）

①　政和会
環建・広聴広報・都市基盤
鈴木町１－２４５－６
☎０４２－３４５－４２２３

三
み

輪
わ

　博
ひろ

美
み
（42）

①　日本共産党小平市議団
厚生・広聴広報・公共施設
（事）花小金井７－１－４１
☎（事）０４２－３４７－５５８０

氏
ふり

名
がな
（年齢は発行日現在）
当選回数　会派名

常任委員会・特別委員会等
　　 住　　所
　　 電話番号

写　真

常任委員会 ◎＝委員長
○＝副委員長

　市の事務に関する調査及び議案・請願等の審査を行います。小平市議会
では条例により４つの常任委員会を設置しています。各委員会の定数及び
所管は次のとおりです。

　常任委員会とは別に、特定事件を調査及び審査するための委員会です。
各委員会の定数及び所管は次のとおりです。

議会運営委員会
（８人）

◎＝委員長　○＝副委員長

　議会運営に関する事項について
の調査及び議案・請願等の審査を
行います。

■総務委員会（ ７人）
　市の基本計画、広報、財政、財産
管理、個人情報保護、情報公開、契
約、職員給与、戸籍・住民記録、市
税、公金の出納、広聴、市民相談な
どに関する事項

■生活文教委員会（ ７人）
　防災、防犯、男女共同参画、地域
センター、産業振興、文化施策、ス
ポーツ振興、学校教育、生涯学習、
公民館、図書館などに関する事項

◎吉本ゆうすけ　○鈴木　洋一
　石津はるか　　　岡田しんぺい
　佐藤　　徹　　　鈴木だいち
　津本　裕子

◎山田　大輔　　○川里　富美
　伊藤　　央　　　外山まなみ
　中倉　茂和　　　橋本　孝二
　水口かずえ

■広聴広報特別委員会（ ８人）
　①議会報告会の企画及び聴取し
た意見等の整理に関すること②議
会報の編集及び発行方法に関する
こと③議会ホームページの充実に
関すること④広聴及び広報活動の
基本的事項の調査に関すること

◎橋本　孝二　　○さとう悦子
　岩本　　誠　　　髙橋　政美
　比留間洋一　　　深谷　幸信
　三輪　博美　　　安竹　洋平

■厚生委員会（ ７人）
　子育て支援、保育、生活支援、高
齢者支援、介護保険、障がい者支援、
健康施策、国民健康保険などに関す
る事項

■環境建設委員会（ ７人　欠員１人）
　環境対策、ごみ・リサイクル、公
園・用水、下水道、都市計画、公共
交通、土地区画整理、道路、交通対
策などに関する事項

◎幸田　昌之　　○比留間洋一
　柴尾ひろみ　　　髙橋　政美
　中江　美和　　　福室　英俊
　三輪　博美

◎津本　裕子　　○福室　英俊
　川里　富美　　　佐藤　　徹
　柴尾ひろみ　　　鈴木だいち
　安竹　洋平　　　山田　大輔

◎細谷　　正　　○虻川　　浩
　岩本　　誠　　　さとう悦子
　深谷　幸信　　　安竹　洋平

■都市基盤整備調査特別委員会
（１０人）
　①駅前再開発の基本的事項の調
査に関すること②都市計画道路、
鉄道の連続立体交差化の基本的事
項の調査に関すること③都市計画
公園整備の基本的事項の調査に関
すること

■公共施設マネジメント調査特別
委員会（１０人）
　公共施設マネジメント推進計画
の調査に関すること

◎中江　美和　　○細谷　　正
　虻川　　浩　　　岡田しんぺい
　さとう悦子　　　髙橋　政美
　比留間洋一　　　深谷　幸信
　水口かずえ　　　山田　大輔

◎外山まなみ　　○伊藤　　央
　石津はるか　　　岩本　　誠
　鈴木　洋一　　　中倉　茂和
　橋本　孝二　　　三輪　博美
　幸田　昌之　　　吉本ゆうすけ

特別委員会 ◎＝委員長
○＝副委員長

（事）は事務所｝
議 員 の 紹 介
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一般質問の詳細についてはインターネット議会中継をご覧ください。アドレスはhttps://smart.discussvision.net/smart/tenant/kodaira/WebView/rd/council_1 .html 一般質問

進
学
先
へ
い
じ
め
情
報
引
き
継
が
れ
ず 

再
発
、
教
育
長
答
弁
と
真
逆
だ
が

質
問　

小
学
校
で
の
い
じ
め
に
関
し
、

令
和
５
年
12
月
に
青
木
教
育
長
は
、

同
種
事
案
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
被
害
及
び
関
係
児
童
が
円
滑
な

学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
中
学
校
へ

引
き
継
い
で
い
る
旨
答
弁
し
た
。
し

か
し
引
継
ぎ
の
事
実
は
な
い
。
い
じ

め
は
再
発
し
た
。
具
体
的
に
何
を
引

き
継
い
だ
と
し
た
か
。
答
弁
と
逆
の

事
態
に
責
任
を
感
じ
て
い
る
か
。

教
育
長　

関
係
児
童
の
氏
名
、
当
該

事
案
の
概
要
な
ど
、
個
別
の
事
案
に

応
じ
て
必
要
な
引
継
ぎ
を
行
っ
て
い

る
た
め
、
答
弁
と
逆
の
事
態
に
な
っ

て
い
る
と
は
捉
え
て
い
な
い
。

い
じ
め
重
大
事
態
調
査
に
時
間
が 

か
か
れ
ば
新
た
な
問
題
が
生
じ
る

質
問　

迅
速
に
調
査
を
進
め
、
第
三

者
性
が
担
保
さ
れ
た
報
告
書
に
ま
と

め
る
た
め
に
は
、
資
料
作
成
な
ど
実

際
に
手
を
動
か
し
て
も
ら
う
委
員
の

枠
を
つ
く
り
、
時
間
報
酬
的
な
新
た

な
報
酬
体
系
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

教
育
長　

報
告
書
を
ま
と
め
る
際
の

第
三
者
性
に
問
題
が
な
い
と
認
識
し

て
い
る
た
め
、
現
時
点
で
の
設
定
は

考
え
て
い
な
い
が
、
他
自
治
体
の
事

例
の
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

〇
疑
問
だ
ら
け
の
い
じ
め
重
大
事
態

調
査
報
告
書
が
公
表
さ
れ
た
が　

外

大
規
模
災
害
へ
の
備
え
で
、
よ
り
安
全
で 

安
心
な
街
、
小
平
を
目
指
し
て

質
問　

①
震
災
対
策
用
井
戸
と
し
て

登
録
さ
れ
て
な
い
井
戸
が
、
市
内
に

１００
基
以
上
あ
る
と
さ
れ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
の
連
携
強
化
等
、
踏
み
込
ん

だ
対
応
を
実
施
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

　

②
４
月
に
玉
川
上
水
緑
道
の
樹
木

の
枝
が
落
下
し
、
道
路
を
塞
ぐ
事
案

が
発
生
し
た
。
総
点
検
や
剪
定
等
の

対
策
を
講
ず
る
べ
き
だ
が
見
解
は
。

市
長　

①
市
報
等
で
周
知
啓
発
に
努

め
て
お
り
、
登
録
件
数
は
年
々
、
増

加
し
て
い
る
。
井
戸
に
関
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
と
は
意
見
交
換
し
て
い
る
。

　

②
樹
木
の
適
正
管
理
が
課
題
と
認

識
し
て
お
り
、
安
全
を
優
先
し
て
剪

定
な
ど
を
進
め
て
き
た
。
都
は
、
史

跡
玉
川
上
水
整
備
活
用
計
画
の
改
定

に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
都
と
連
携
等
し
管
理
に
努
め
る
。

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
が
安
心
し
て 

住
み
続
け
ら
れ
る
小
平
を
目
指
し
て

質
問　

愛
知
県
豊
田
市
の
、
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
等
登
録
制
度
を
導
入

す
べ
き
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

市
長　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
介
護
事
業
所
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
と
協
力
し
て
高

齢
者
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
現
在
、
制
度
を
導
入

す
る
予
定
は
な
い
が
、
関
係
機
関
と

情
報
共
有
し
て
い
く
。

一般質問 要 旨
一般質問とは
　議員が市政全般にわたり、執行機関に対し事務の
状況及び将来に対する方針等について質問すること
をいいます。
※QRコードについて

（QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。）

　お手持ちのスマートフォンなどからＱＲコードを読み取ると、各議員
の一般質問の録画映像をご覧いただけます。
　市議会ホームページの「小平市議会　議会中継」のページに遷移します。

市政を問う市政を問う
将
来
の
福
祉
充
実
の
た
め
に
、 

よ
り
積
極
的
に
健
康
施
策
に
取
り
組
も
う

質
問　

①
健
康
チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
Ｋ
に
つ
い
て
、
市
民
意
見

を
ど
の
よ
う
に
施
策
に
反
映
し
た
か
。

　

②
こ
だ
い
ら
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

に
、
が
ん
検
診
を
新
た
な
受
診
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
追
加
す
べ
き
で
は
。

市
長　

①
若
い
世
代
か
ら
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
発
信
の
ほ
か
、
紙
媒
体
で
の
案

内
が
ほ
し
い
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
情
報
配

信
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
送
付
等
し
て
き

た
が
、今
後
も
市
民
の
意
見
を
聞
き
、

施
策
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

②
受
診
率
向
上
等
に
資
す
る
と
考

え
ら
れ
る
た
め
今
後
検
討
し
て
い
く
。

外
国
人
と
の
交
流
を
促
進
し
、 

地
域
を
よ
り
発
展
さ
せ
よ
う

質
問　

①
外
国
人
住
民
へ
の
日
本
語

教
育
を
推
進
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

　

②
市
内
事
業
者
と
外
国
人
住
民
と

の
就
労
関
係
が
良
好
と
な
る
よ
う
、

環
境
整
備
等
を
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

市
長　

①
現
在
、
国
際
交
流
協
会
で

外
国
人
へ
の
日
本
語
会
話
教
室
を
行

っ
て
い
る
。
引
き
続
き
同
協
会
と
連

携
し
、支
援
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

　

②
国
が
外
国
人
雇
用
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
を
運
営
し
て
お
り
、
事
業
者

か
ら
の
相
談
に
対
応
し
て
い
る
。
市

で
は
現
在
、
外
国
人
に
限
定
し
た
取

組
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
、
他

市
の
動
向
を
注
視
し
研
究
し
て
い
く
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
元
気
で 

暮
ら
し
や
す
い
小
平
を

質
問　

①
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た

フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
を
実
施
す
べ
き

と
考
え
る
が
見
解
は
。

　

②
介
護
事
業
の
周
知
及
び
相
談
支

援
が
重
要
だ
と
考
え
る
が
見
解
は
。

市
長　

①
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
他
者

と
交
流
す
る
こ
と
で
社
会
参
加
の
促

進
が
図
ら
れ
る
な
ど
の
効
果
が
期
待

で
き
る
。
効
果
や
課
題
を
整
理
す
る
。

　

②
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
高

齢
者
の
相
談
窓
口
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
全
戸
配
布
し
て
い
る
。
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
高
齢
者
の
生

活
や
家
族
介
護
者
を
支
援
し
て
い
る
。

特
別
な
支
援
が
必
要
な 

こ
ど
も
た
ち
の
た
め
に

質
問　

①
保
育
園
に
お
け
る
障
害
児

加
算
に
係
る
課
題
は
。

　

②
特
別
な
支
援
が
必
要
な
こ
ど
も

の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
親
の
会
や

団
体
と
の
連
携
が
重
要
だ
が
見
解
は
。

市
長　

①
加
算
の
要
件
は
身
体
障
害

者
手
帳
や
愛
の
手
帳
、
医
師
の
診
断

書
等
が
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
支
援
が
必
要
な
児
童
に
は
要
件

を
満
た
さ
な
い
児
童
も
お
り
、
対
象

と
な
ら
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　

②
特
別
な
支
援
が
必
要
な
こ
ど
も

た
ち
や
家
族
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に

は
、
親
の
会
な
ど
と
の
つ
な
が
り
は

重
要
で
あ
り
、引
き
続
き
連
携
す
る
。

教
育
長
及
び
教
育
委
員
会
の 

政
治
的
中
立
性
に
つ
い
て

質
問　

①
１
月
に
、
笑
顔
咲
く
小
平

の
広
報
紙
に
市
長
と
教
育
長
の
対
談

記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
教
育
長
は
、

掲
載
先
が
市
長
の
関
連
す
る
政
治
団

体
の
広
報
紙
と
の
認
識
が
あ
っ
た
か
。

　

②
地
方
教
育
行
政
法
で
禁
止
さ
れ

る
教
育
長
の
積
極
的
な
政
治
運
動
に

当
た
る
と
考
え
る
が
市
長
の
見
解
は
。

　

③
過
去
に
小
平
市
で
政
治
団
体
の

広
報
紙
等
に
教
育
長
の
コ
メ
ン
ト
や

写
真
が
掲
載
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
か
。

教
育
長　

①
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
。

市
長　

②
当
た
る
も
の
で
は
な
い
。

教
育
長　

③
把
握
し
て
い
る
も
の
は

な
い
。

小
平
市
の
中
学
生
に
ふ
さ
わ
し
い 

教
科
書
を
適
正
な
環
境
で

質
問　

①
教
科
書
採
択
に
当
た
り
市

長
か
ら
採
択
方
針
が
示
さ
れ
た
か
。

　

②
採
択
結
果
に
つ
い
て
は
、
市
長

も
説
明
責
任
を
負
う
か
。

　

③
２
回
の
会
議
で
全
て
の
見み

本ほ
ん

本ぼ
ん

の
精
査
が
可
能
な
の
か
。

　

④
小
平
市
ゆ
か
り
の
津
田
梅
子
に

つ
い
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
教
科
書
を

選
ぶ
方
針
は
あ
る
か
。

教
育
長　

①
示
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

②
説
明
責
任
は
教
育
委
員
会
に
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

③
可
能
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

④
そ
の
方
針
は
な
い
が
、
採
択
に

お
け
る
一
つ
の
要
素
に
は
な
り
得
る
。

小
川
駅
周
辺
の
課
題
に
つ
い
て

質
問　

①
小
川
駅
の
駅
舎
は
、
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
設
置
や
ト
イ
レ
改
修
の

声
が
多
い
が
、
協
議
の
現
状
は
。

　

②
再
開
発
ビ
ル
の
一
角
に
、
に
ぎ

わ
い
広
場
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
に

ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
に
は
計
画
的
な

運
用
が
必
要
と
考
え
る
が
、見
解
は
。

市
長　

①
西
武
鉄
道
株
式
会
社
と
の

協
議
で
は
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
新

規
設
置
と
既
存
ト
イ
レ
改
修
の
要
望

を
行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、
実
現

に
向
け
た
協
議
を
継
続
し
て
い
く
。

　

②
新
公
共
施
設
は
、
広
場
も
合
わ

せ
て
指
定
管
理
者
に
よ
る
一
体
的
な

管
理
運
営
を
検
討
し
て
い
る
。
広
場

の
計
画
的
な
活
用
も
、
指
定
管
理
者

の
提
案
を
基
に
協
議
し
進
め
て
い
く
。

こ
だ
い
ら
の
魅
力
を
引
き
出
す
た
め
に

質
問　

①
住
民
以
外
の
人
に
小
平
の

魅
力
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て
も
ら
う

事
業
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

　

②
学
生
等
の
力
を
借
り
て
、
小
平

と
言
え
ば
、
と
い
う
も
の
を
創
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

市
長　

①
こ
だ
い
ら
観
光
ま
ち
づ
く

り
大
使
等
が
一
部
実
施
し
て
い
る
。

今
後
、情
報
収
集
し
研
究
し
て
い
く
。

　

②
学
生
の
企
画
等
を
受
け
入
れ
、

実
施
す
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
お

り
、
学
生
の
力
を
生
か
し
た
小
平
市

の
Ｐ
Ｒ
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

積
極
的
な
健
康
施
策
の
取
組
を
／

外
国
人
と
の
交
流
で
地
域
の
発
展
を

高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い
小
平
を
／

支
援
が
必
要
な
こ
ど
も
た
ち
の
た
め

小
川
駅
周
辺
の
課
題
に
つ
い
て
／

こ
だ
い
ら
の
魅
力
を
引
き
出
す
た
め
に

橋
本
孝
二
議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

幸
田
昌
之
議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

伊
藤　

央
議
員

（
一
人
会
派
の
会
）

髙
橋
政
美
議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

い
じ
め
情
報
の
引
継
ぎ
や
調
査
報
告
書
の

在
り
方
等
を
、
一
か
ら
見
直
せ

大
規
模
災
害
の
備
え
で
安
全
安
心
を
／

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
の
安
心
を

安
竹
洋
平
議
員

（
一
人
会
派
の
会
）

佐
藤　

徹
議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

教
育
長
は
政
治
的
中
立
で
あ
る
べ
き
／

中
学
生
に
ふ
さ
わ
し
い
教
科
書
を
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一般質問

多
様
化
す
る
子
育
て
支
援
の 

さ
ら
な
る
充
実
に
つ
い
て
問
う

質
問　

①
市
長
が
描
く
子
育
て
し
や

す
い
ま
ち
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

　

②
市
立
小
学
校
の
早
朝
の
校
庭
開

放
を
実
施
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

市
長　

①
少
子
高
齢
化
等
が
ま
す
ま

す
進
む
社
会
で
、
子
育
て
家
庭
が
孤

立
、
孤
独
に
陥
ら
ず
、
こ
ど
も
と
保

護
者
が
共
に
伸
び
伸
び
と
育
ち
、
育

て
ら
れ
る
ま
ち
で
あ
る
。

教
育
長　

②
多
摩
地
域
で
実
施
し
て

い
る
市
が
あ
る
こ
と
は
把
握
し
て
い

る
。
共
働
き
世
帯
へ
の
支
援
等
と
し

て
一
定
の
効
果
は
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
が
、
人
材
や
財
源
の
確
保
が
課

題
に
な
る
と
と
も
に
、
学
校
等
と
の

調
整
が
必
要
と
な
る
た
め
、
引
き
続

き
実
施
の
可
能
性
を
研
究
し
て
い
く
。

都
営
バ
ス
梅
７０
系
統
で 

サ
イ
ク
ル
バ
ス
を
導
入
し
よ
う

質
問　

都
営
バ
ス
梅
７０
系
統
で
サ
イ

ク
ル
バ
ス
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

市
長　

青
梅
市
の
区
域
で
土
曜
日
と

休
日
の
み
運
行
し
て
い
る
都
営
バ
ス

梅
０１
系
統
に
お
い
て
、
バ
ス
前
面
に

自
転
車
を
２
台
搭
載
可
能
な
サ
イ
ク

ル
ラ
ッ
ク
を
装
着
し
た
バ
ス
を
実
証

運
行
し
て
い
る
と
、
都
か
ら
聞
い
て

い
る
。
都
内
の
路
線
バ
ス
で
は
初
め

て
で
実
証
段
階
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
時
点
で
は
、
関
係
市
町
長
会
担
当

部
課
長
会
な
ど
で
情
報
共
有
し
な
が

ら
、今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

食
物
資
源
循
環
事
業
に
参
加
す
る
ま
で
の 

７
つ
の
壁
に
つ
い
て

質
問　

①
制
度
が
広
く
知
ら
れ
て
い

な
い
壁
に
つ
い
て
、
事
業
の
愛
称
募

集
や
、
工
場
見
学
会
の
開
催
な
ど
で

広
報
の
充
実
を
図
れ
な
い
か
。

　

②
バ
ケ
ツ
購
入
の
壁
に
つ
い
て
、

バ
ケ
ツ
購
入
半
額
補
助
制
度
の
範
囲

拡
充
は
で
き
な
い
か
。

市
長　

①
愛
称
募
集
は
考
え
て
い
な

い
が
、
今
後
分
か
り
や
す
い
名
称
等

を
研
究
す
る
。
工
場
見
学
会
の
開
催

は
難
し
い
が
、
今
後
も
環
境
イ
ベ
ン

ト
等
で
広
報
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　

②
電
気
式
の
食
物
資
源
処
理
機
等

が
対
象
で
あ
る
。
一
般
的
な
バ
ケ
ツ

の
購
入
へ
の
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
の 

健
康
診
断
を
考
え
る

質
問　

①
不
登
校
児
童
・
生
徒
に
対

す
る
定
期
健
康
診
断
の
案
内
、
実
施

方
法
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

　

②
健
康
診
断
未
受
診
を
見
過
ご
さ

な
い
た
め
に
、
市
が
実
施
し
て
い
る

工
夫
、
取
組
は
。

教
育
長　

①
全
て
の
市
立
小
・
中
学

校
で
文
書
に
よ
る
案
内
等
を
行
っ
て

い
る
。
学
校
の
健
診
日
に
他
の
児
童

・
生
徒
と
時
間
を
ず
ら
す
配
慮
や
、

欠
席
者
健
診
を
実
施
し
て
い
る
。

　

②
各
校
で
は
未
受
診
者
に
対
し
て
、

個
別
に
文
書
な
ど
で
受
診
を
勧
め
て

い
る
。
そ
の
際
、
児
童
・
生
徒
に
寄

り
添
っ
た
対
応
を
心
が
け
て
い
る
。

東
京
２０２５
デ※１フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
て 

手
話
の
正
し
い
理
解
促
進
を

質
問　

①
東
京
都
手
話
言
語
条
例
に

基
づ
い
た
市
の
対
応
は
。

　

②
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
学
習
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
ど
う
活
用
す
る
の
か
。

市
長　

①
手
話
通
訳
者
の
派
遣
を
は

じ
め
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

都
の
新
規
補
助
事
業
を
活
用
し
た
手

話
に
関
す
る
理
解
促
進
の
た
め
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

教
育
長　

②
都
か
ら
各
小
学
校
に
配

付
す
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。
各
教

科
等
の
時
間
で
、
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

や
選
手
へ
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、

各
校
が
活
用
す
る
と
捉
え
て
い
る
。

包
括
的
な
こ
ど
も
の 

居
場
所
づ
く
り
支
援
を

質
問　

①
校
内
別
室
指
導
教
員
配
置

事
業
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ス
）
で
は

何
を
行
う
の
か
。

　

②
奈
良
市
が
独
自
に
行
っ
て
い
る

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｈ
Ｏ
Ｐ
の
よ
う
な
、

公
設
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
設
で
き

な
い
か
。

教
育
長　

①
市
立
中
学
校
１
校
に
不

登
校
生
徒
を
対
象
と
し
た
学
級
を
設

置
し
、
指
導
方
法
の
工
夫
等
し
、
生

徒
の
実
態
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
。

　

②
生
徒
に
適
し
た
多
様
な
学
び
の

場
は
重
要
だ
が
、
現
在
の
居
場
所
づ

く
り
の
施
策
に
よ
り
充
実
を
図
る
と

し
て
お
り
、
開
設
の
予
定
は
な
い
。

官

民

共

創

に

よ

る 

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

質
問　

①
５
年
度
、
民
間
企
業
や
大

学
等
か
ら
の
提
案
を
受
け
た
数
と
、

う
ち
６
年
度
に
事
業
化
さ
れ
た
数
は
。

　

②
民
間
企
業
等
か
ら
の
提
案
の
窓

口
で
あ
り
、
行
政
課
題
解
決
の
た
め

の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
が
で
き
る
公
民
共

創
デ
ス
ク
設
置
へ
の
見
解
は
。

市
長　

①
い
き
い
き
協
働
事
業
提
案

制
度
で
５
年
度
は
３
件
の
提
案
が
あ

り
、６
年
度
に
２
件
実
施
し
て
い
る
。

　

②
大
学
や
団
体
等
と
の
協
働
の
取

組
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
等
を
実
施
し
て
い

る
。
現
時
点
で
デ
ス
ク
設
置
は
考
え

て
い
な
い
が
、
地
域
課
題
に
応
じ
た

公
民
連
携
を
検
討
し
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
の
選
挙
管
理
委
員
会
の 

あ

り

方

に

つ

い

て

質
問　

①
委
員
会
議
事
録
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

　

②
特
に
若
年
層
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
投
票
率
向
上
に
向
け

た
取
組
を
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

①
公

開
し
た
場
合
の
課
題
の
整
理
等
を
行

い
、公
開
の
仕
方
を
含
め
検
討
す
る
。

　

②
啓
発
活
動
の
中
で
も
重
要
な
課

題
で
あ
る
。
模
擬
投
票
授
業
の
周
知

と
充
実
等
を
図
る
と
と
も
に
、
ど
の

よ
う
な
取
組
が
効
果
的
か
研
究
す
る
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

〇
市
内
保
育
園
に
お
け
る
保
育
の
質

向
上
の
実
現
の
た
め
に

２００
人
以
上
い
る
隠
れ
待
機
児
童
ゼ
ロ
へ
向
け
た 

早
急
な
対
策
と
改
善
を

質
問　

①
認
可
保
育
園
に
入
園
申
込

み
を
し
た
が
入
園
に
至
っ
て
い
な
い
、

い
わ
ゆ
る
隠
れ
待
機
児
童
の
２０２４
年
度

の
人
数
は
。

　

②
き
ょ
う
だ
い
で
同
じ
園
へ
の
入

園
を
希
望
し
て
い
た
が
か
な
わ
ず
、

別
々
の
保
育
園
に
入
園
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
例
は
、２０２４
年
度
は
何
件
か
。

　

③
児
童
福
祉
法
に
お
け
る
市
町
村

の
保
育
実
施
責
任
の
観
点
か
ら
、
隠

れ
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向
け
た
早
急
な

対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
認
可
保
育
園
の
増
設
等
、

今
後
の
市
の
取
組
方
針
は
。

市
長　

①
隠
れ
待
機
児
童
の
定
義
は

な
い
。
認
可
保
育
園
等
へ
の
入
園
申

込
み
を
し
た
が
、
令
和
６
年
４
月
１

日
現
在
で
、
保
育
施
設
等
の
入
園
に

至
っ
て
い
な
い
児
童
の
人
数
は
２３９
人

で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
は
国
が
定
め

る
待
機
児
童
数
調
査
要
領
に
お
い
て
、

待
機
児
童
数
に
含
め
な
い
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
人
数
で
あ
る
。

　

②
令
和
６
年
度
の
申
込
み
で
は
、

き
ょ
う
だ
い
で
認
可
保
育
園
に
通
っ

て
い
る
８１１
世
帯
１
千
６
百
６５
人
の
う

ち
、
別
々
の
認
可
保
育
園
に
通
っ
て

い
る
の
は
１８８
世
帯
３９０
人
で
あ
る
。

　

③
国
の
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
、

今
後
も
引
き
続
き
、
必
要
な
保
育
定

員
を
確
保
し
つ
つ
、
多
様
な
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め

て
い
く
。

再
び
能
登
半
島
地
震
に
学
び
、 

市
民
の
命
を
守
る
事
前
防
災
を
盤
石
に

質
問　

①
電
源
と
し
て
の
Ｅ
Ｖ
配
置

に
つ
い
て
、
導
入
及
び
配
置
計
画
を

つ
く
り
、
市
役
所
本
庁
舎
な
ど
に
展

開
し
て
い
く
べ
き
だ
が
見
解
は
。

　

②
ト
イ
レ
カ
ー
や
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
等
の
導
入
に
よ
る
支
援
体
制
の

整
備
を
進
め
る
べ
き
だ
が
見
解
は
。

市
長　

①
電
気
自
動
車
は
災
害
時
の

電
源
と
し
て
有
用
で
あ
る
。
今
後
、

庁
用
車
の
買
換
え
の
際
に
は
、
電
気

自
動
車
の
購
入
等
を
進
め
て
い
く
。

　

②
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
活
用

を
勘
案
す
る
と
、
有
用
性
は
認
識
し

て
お
り
、
導
入
す
る
た
め
の
財
源
等

の
課
題
に
つ
い
て
、整
理
し
て
い
る
。

居
住
支
援
協
議
会
の
設
置
で 

小
平
モ
デ
ル
の
創
出
を

質
問　

①
国
の
法
整
備
の
流
れ
を
受

け
、
居
住
支
援
協
議
会
を
核
と
し
た

体
制
を
整
備
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

　

②
空
き
家
等
管
理
活
用
支
援
法
人

の
指
定
の
検
討
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
み
、
居
住
支
援
協
議
会

と
ど
の
よ
う
に
連
携
す
る
か
。

市
長　

①
法
改
正
な
ど
国
の
動
向
を

踏
ま
え
、
居
住
支
援
協
議
会
の
早
期

設
置
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

②
第
二
次
空
き
家
等
対
策
計
画
に

基
づ
き
今
後
検
討
し
て
い
く
が
、
現

在
、
対
象
業
務
の
範
囲
に
つ
い
て
研

究
し
て
お
り
、
居
住
支
援
協
議
会
と

の
連
携
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

今
こ
そ
本
気
の
ひ
と
づ
く
り
を

質
問　

①
市
長
の
考
え
る
ひ
と
づ
く

り
は
、
ど
の
よ
う
な
手
法
で
ど
の
よ

う
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

　

②
島
根
県
益
田
市
の
ひ
と
づ
く
り

協
働
構
想
の
よ
う
に
分
か
り
や
す
い

言
葉
で
方
向
性
を
示
す
べ
き
で
は
。

市
長　

①
第
四
次
長
期
総
合
計
画
基

本
構
想
の
基
本
目
標
に
掲
げ
、
地
域

社
会
を
担
い
、
多
様
に
活
躍
で
き
る

ひ
と
づ
く
り
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

施
策
の
推
進
に
よ
り
人
が
育
ち
、
学

び
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
ま
ち

の
実
現
に
向
か
う
と
考
え
て
い
る
。

　

②
益
田
市
と
は
異
な
る
状
況
だ
が
、

参
考
と
な
る
取
組
と
考
え
る
。
基
本

構
想
に
掲
げ
る
理
念
を
分
か
り
や
す

く
伝
え
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の 

実

施

に

つ

い

て

質
問　

①
実
施
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

　

②
実
施
時
に
想
定
さ
れ
る
保
育
士

不
足
へ
の
対
応
状
況
は
。

市
長　

①
こ
ど
も
未
来
戦
略
で
令
和

８
年
度
か
ら
全
自
治
体
で
実
施
す
る

方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
国
の
動
向

を
注
視
等
し
て
お
り
今
後
検
討
す
る
。

　

②
現
在
、
国
や
都
の
補
助
制
度
を

活
用
し
、
各
保
育
所
が
行
う
保
育
士

の
確
保
に
向
け
た
取
組
の
支
援
を
行

っ
て
い
る
が
、制
度
の
実
施
に
向
け
、

国
や
都
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
を
／

サ
イ
ク
ル
バ
ス
を
導
入
し
よ
う

食
物
資
源
循
環
事
業
参
加
７
つ
の
壁
／

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
健
康
診
断

手
話
の
正
し
い
理
解
促
進
を
／

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
支
援
を

官
民
共
創
ま
ち
づ
く
り
／
選
挙
管
理

委
員
会
の
あ
り
方
／
保
育
の
質
向
上

２００
人
以
上
い
る
隠
れ
待
機
児
童
に
つ
い
て

再
び
能
登
半
島
地
震
に
学
び
事
前
防
災
を
／

居
住
支
援
協
議
会
の
設
置
を

今
こ
そ
本
気
の
ひ
と
づ
く
り
を
／

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
つ
い
て

中
江
美
和
議
員

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

岩
本　

誠
議
員

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

川
里
富
美
議
員

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

石
津
は
る
か
議
員

（
政
和
会
）

鈴
木
だ
い
ち
議
員

（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

虻
川　

浩
議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

津
本
裕
子
議
員

（
市
議
会
公
明
党
）
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一般質問

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を 

予
防
し
良
好
な
職
場
を
目
指
し
て

質
問　

①
市
が
想
定
す
る
カ
ス
タ
マ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義
は
。

　

②
市
職
員
が
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
遭
遇
し
た
場
合
、
ど
の
よ

う
な
支
援
体
制
が
整
っ
て
い
る
か
。

市
長　

①
現
在
、
市
で
は
定
義
し
て

い
な
い
。
国
で
は
、
要
求
を
実
現
す

る
た
め
の
手
段
等
が
社
会
通
念
上
不

相
当
で
あ
り
、
労
働
者
の
就
業
環
境

が
害
さ
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

　

②
不
当
要
求
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

は
必
ず
組
織
対
応
す
る
こ
と
や
、
警

察
等
と
の
連
携
に
努
め
る
な
ど
と
し

て
い
る
。
定
期
的
に
責
任
者
講
習
を

開
催
し
体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

特
殊
詐
欺
を
撲
滅
し
て 

安
全
安
心
な
市
民
生
活
を

質
問　

①
直
近
２
年
間
に
お
け
る
特

殊
詐
欺
の
相
談
件
数
と
内
容
は
。

　

②
自
動
通
話
録
音
機
は
何
台
貸
与

し
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
の
効
果
は
。

市
長　

①
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

オ
レ
オ
レ
詐
欺
等
の
１０
種
類
に
つ
い

て
は
、
令
和
４
年
度
６９
件
、
５
年
度

７７
件
あ
っ
た
。
主
な
内
容
は
、
ウ
イ

ル
ス
警
告
詐
欺
や
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ

リ
等
で
の
投
資
詐
欺
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

②
令
和
５
年
度
末
時
点
で
１
千
３

百
台
で
あ
る
。
小
平
警
察
署
に
聞
い

た
と
こ
ろ
、
貸
与
さ
れ
た
世
帯
で
は

被
害
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
の
こ
と
か

ら
、
効
果
は
高
い
と
捉
え
て
い
る
。

身
近
な
施
設
で
あ
る
集
会
所
の
活
用
と 

課
題
の
解
決
を
検
討
す
べ
き

質
問　

①
市
内
に
あ
る
自
治
会
の
集

会
所
の
数
及
び
自
治
会
以
外
の
地
域

住
民
の
活
用
状
況
の
把
握
は
。

　

②
地
域
住
民
に
、
よ
り
活
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
は
。

市
長　

①
市
内
の
認
可
地
縁
団
体
１４

団
体
中
、
４
団
体
が
集
会
所
を
所
有

し
て
い
る
。
認
可
地
縁
団
体
で
は
な

い
自
治
会
で
も
集
会
所
を
所
有
し
て

い
る
場
合
は
あ
る
と
捉
え
て
い
る
が
、

数
は
把
握
し
て
い
な
い
。
自
治
会
以

外
の
地
域
住
民
が
活
用
し
て
い
る
状

況
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　

②
管
理
運
営
は
原
則
自
治
会
が
行

う
。
相
談
が
あ
れ
ば
今
後
研
究
す
る
。

Ｆ
Ｃ
東
京
街
灯
バ
ナ
ー
フ
ラ
ッ
グ
の 

活

用

に

つ

い

て

質
問　

①
街
灯
バ
ナ
ー
フ
ラ
ッ
グ
を

掲
げ
て
い
る
場
所
と
状
態
の
把
握
は
。

　

②
状
態
が
悪
く
な
っ
て
い
る
も
の

は
付
け
替
え
等
が
必
要
と
考
え
る
が
、

Ｆ
Ｃ
東
京
と
連
携
し
、
進
め
て
は
。

市
長　

①
全
商
店
会
に
確
認
し
、
市

内
２７
商
店
会
中
、
設
置
し
て
い
る
の

が
１６
商
店
会
、
設
置
し
て
い
な
い
の

が
１１
商
店
会
で
あ
っ
た
。
交
換
撤
去

の
予
定
の
有
無
も
確
認
し
て
い
る
。

　

②
Ｆ
Ｃ
東
京
か
ら
は
、
付
け
替
え

作
業
は
し
て
い
な
い
が
、
バ
ナ
ー
フ

ラ
ッ
グ
の
提
供
は
可
能
と
聞
い
て
い

る
。
今
後
も
商
店
会
、
Ｆ
Ｃ
東
京
を

つ
な
ぎ
、支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

小
平
市
に
お
け
る
Ｇ
Ｘ
に
つ
い
て
問
う

質
問　

①
小
平
市
に
お
け
る
Ｇ
Ｘ
の

定
義
と
推
進
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　

②
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
達
成
に
向
け

て
は
、
産
学
官
連
携
で
の
研
究
等
が

有
効
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

市
長　

①
市
に
お
い
て
定
義
を
定
め

た
も
の
は
な
い
。
推
進
に
つ
い
て
も
、

市
の
考
え
を
示
し
た
も
の
は
な
い
。

　

②
令
和
５
年
度
、
東
京
ガ
ス
株
式

会
社
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
達
成
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
協
議
を
行

っ
て
い
る
。
産
学
官
連
携
に
よ
る
取

組
に
つ
い
て
は
、
国
や
東
京
都
の
事

例
な
ど
の
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

戦
略
的
な
文
化
財
保
護
と
活
用
に
よ
る 

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

質
問　

①
無
形
民
俗
文
化
財
に
、
棒

打
ち
唄
、
た
い
ま
つ
ま
わ
し
な
ど
を

追
加
す
る
考
え
は
。

　

②
文
化
資
源
の
記
録
等
の
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い
て
見
解
は
。

市
長　

①
文
化
財
保
護
審
議
会
で
は
、

次
の
文
化
財
指
定
候
補
の
検
討
を
行

っ
て
お
り
、
候
補
の
中
に
た
い
ま
つ

ま
わ
し
が
含
ま
れ
て
い
る
。
引
き
続

き
、
指
定
に
ふ
さ
わ
し
い
文
化
財
的

価
値
を
有
す
る
も
の
が
あ
る
か
、
調

査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　

②
現
在
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
る

指
定
文
化
財
は
な
い
。
引
き
続
き
、

研
究
し
て
い
く
。

全
て
の
こ
ど
も
が
輝
け
る 

小
平
市
で
あ
る
た
め
に

質
問　

①
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ス
、
い

わ
ゆ
る
校
内
別
室
学
級
へ
の
転
校
が

４
人
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
要
因
は
。

　

②
教
育
相
談
室
の
発
達
検
査
の
予

約
待
ち
状
況
と
解
消
へ
の
取
組
は
。

　

③
小
学
４
年
生
以
上
の
学
習
補
助

員
の
配
置
を
増
や
す
べ
き
で
は
。

　

④
不
登
校
児
童
・
生
徒
及
び
保
護

者
に
、
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
無
料
給

食
の
招
待
状
を
送
っ
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　

①
学
級
の
安
定
的
経
営
と

生
徒
の
負
担
軽
減
の
必
要
か
ら
、
ま

ず
は
上
水
中
学
校
で
開
始
し
た
。
５

月
か
ら
他
の
市
立
中
学
校
の
不
登
校

生
徒
の
入
級
相
談
も
開
始
し
て
い
る
。

　

②
検
査
実
施
ま
で
約
２
か
月
程
度
。

可
能
な
限
り
検
査
回
数
を
増
や
す
。

　

③
適
切
な
配
置
に
努
め
て
い
く
。

　

④
給
食
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
の
大

き
さ
な
ど
課
題
が
あ
り
、
難
し
い
。

薬
用
植
物
を
生
か
し
て 

小
平
市
に
新
た
な
産
業
振
興
を

質
問　

①
薬
草
は
新
た
な
産
業
資
源

に
な
る
と
考
え
る
が
、市
の
見
解
は
。

　

②
江
戸
東
京
き
ら
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
薬
用
動
植
物
国
内
栽
培
事
業
を

市
内
農
家
等
と
連
携
し
て
進
め
て
は
。

市
長　

①
生し

ょ
う
や
く薬製
剤
等
の
活
用
方
法

が
あ
り
、
新
た
な
産
業
資
源
の
可
能

性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

②
市
内
農
家
等
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
他
市
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

罪
を
犯
し
た
人
等
の
改
善
更
生
の
た
め 

再
犯
防
止
推
進
計
画
の
策
定
等
を

質
問　

①
再
犯
の
防
止
等
の
推
進
に

関
す
る
法
律
に
は
、
再
犯
の
防
止
等

に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
計

画
を
定
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
あ
る
が
、
策
定
状
況
は
。

　

②
計
画
策
定
と
同
時
に
、
更
生
保

護
の
拠
点
と
し
て
、
更
生
保
護
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

市
長　

①
国
が
策
定
し
た
第
二
次
再

犯
防
止
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
計
画

の
策
定
を
検
討
し
て
い
る
。

　

②
常
駐
す
る
保
護
司
の
確
保
な
ど

の
課
題
が
あ
る
が
、
保
護
司
会
か
ら

要
望
が
あ
っ
た
際
に
は
、
市
と
し
て

協
力
で
き
る
内
容
を
検
討
し
て
い
く
。

小
平
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の 

さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上
を

質
問　

①
小
平
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
課
題
と
今
後
の
対
策
は
。

　

②
安
全
面
等
か
ら
現
行
ル
ー
ト
の

見
直
し
が
定
期
的
に
必
要
で
は
。

市
長　

①
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
地
域
公

共
交
通
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
市
の
補
助
金
の
在
り
方
の

見
直
し
等
が
必
要
で
あ
る
。
対
策
と

し
て
は
、
ニ
ー
ズ
等
の
変
化
を
把
握

し
、
地
域
公
共
交
通
基
本
方
針
に
基

づ
き
、地
域
と
の
協
働
に
取
り
組
む
。

　

②
利
便
性
の
向
上
等
に
即
し
た
き

め
細
か
い
地
域
公
共
交
通
を
目
指
し
、

安
全
面
等
を
把
握
し
な
が
ら
、
必
要

に
応
じ
て
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の 

終
活
支
援
に
つ
い
て

質
問　

①
独
居
高
齢
者
が
増
え
て
い

る
。
終
活
支
援
の
重
要
性
の
見
解
は
。

　

②
市
の
終
活
支
援
の
取
組
は
。

　

③
終
活
を
支
え
る
た
め
に
は
医
療

と
介
護
の
連
携
も
重
要
で
あ
る
。
連

携
の
取
組
状
況
は
。

　

④
身
寄
り
が
な
い
人
が
亡
く
な
っ

た
場
合
の
市
の
対
応
は
。

　

⑤
都
の
市
に
対
す
る
終
活
支
援
の

た
め
の
窓
口
設
置
補
助
の
活
用
は
。

　

⑥
現
役
世
代
に
も
終
活
の
周
知
が

必
要
だ
が
、
認
識
は
。

市
長　

①
高
齢
者
が
人
生
の
振
り
返

り
な
ど
を
し
や
す
く
な
り
、
自
分
ら

し
く
ど
う
生
き
る
か
を
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
り
、
充
実
し
た
人
生
を
過

ご
せ
る
よ
う
に
な
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

②
都
発
行
の
わ
た
し
の
思
い
手
帳

を
配
布
、終
活
の
周
知
等
し
て
い
る
。

令
和
５
年
度
は
終
活
を
テ
ー
マ
に
家

族
介
護
教
室
を
開
催
し
た
。

　

③
在
宅
医
療
介
護
連
携
推
進
協
議

会
で
課
題
を
抽
出
し
、
解
決
に
向
け

て
研
修
を
行
う
と
と
も
に
医
療
機
関

と
連
携
シ
ー
ト
を
作
成
し
て
い
る
。

　

④
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律

等
に
基
づ
き
、
市
が
埋ま

い

火か

葬そ
う

す
る
。

費
用
は
遺
留
金
品
を
充
て
て
い
る
。

　

⑤
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

相
談
を
受
け
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

専
用
窓
口
設
置
の
予
定
は
な
い
。

　

⑥
家
族
介
護
教
室
を
は
じ
め
、
機

会
を
捉
え
て
周
知
に
努
め
て
い
く
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
と 

施
設
の
管
理
運
営
、
市
民
へ
の
影
響

質
問　

①
人
口
予
測
の
変
化
に
伴
い
、

公
共
施
設
の
総
延
べ
床
面
積
の
縮
減

目
標
を
変
更
す
べ
き
で
は
。

　

②
中
央
エ
リ
ア
の
新
建
物
と
、
そ

こ
に
複
合
化
さ
れ
る
既
存
施
設
と
の

駐
車
台
数
の
比
較
は
。

　

③
市
民
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
等
の
チ

ラ
シ
を
掲
示
で
き
る
市
民
掲
示
板
を

中
央
エ
リ
ア
に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

①
令
和
８
年
度
に
改
定
予
定

の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
計

画
で
、縮
減
目
標
も
見
直
し
て
い
く
。

　

②
変
更
の
可
能
性
は
あ
る
が
、
新

建
物
は
１４９
台
、現
在
は
２１８
台
で
あ
る
。

教
育
長　

③
サ
ー
ク
ル
活
動
の
周
知

等
に
も
必
要
で
あ
り
、
検
討
す
る
。

小
平
市
で
、
が
ん
に
な
っ
て
も 

安
心
し
て
生
活
で
き
る
施
策
の
実
施
を

質
問　

①
公
立
昭
和
病
院
の
が
ん
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
ピ※３
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
と
連
携
し
た
患
者
サ
ロ
ン
の
開

催
等
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る
か
。

　

②
市
で
も
、
患
者
サ
ロ
ン
の
開
催

等
の
支
援
に
取
り
組
め
な
い
か
。

市
長　

①
月
に
１
回
、
が
ん
の
経
験

者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
自
ら

の
経
験
に
関
す
る
講
話
を
行
う
な
ど

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

②
市
独
自
に
取
り
組
む
考
え
は
な

い
。
都
の
動
向
を
注
視
し
、
開
催
情

報
が
市
に
提
供
さ
れ
た
場
合
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
提
供
し
て
い
く
。

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
予
防
を
／

特
殊
詐
欺
撲
滅
で
安
全
安
心
を

集
会
所
の
活
用
と
課
題
解
決
を
／

Ｆ
Ｃ
東
京
街
灯
バ
ナ
ー
フ
ラ
ッ
グ

Ｇ※２
Ｘ
に
つ
い
て
／
戦
略
的
な
文
化
財
の

保
護
と
活
用
に
つ
い
て

全
て
の
こ
ど
も
が
輝
け
る
小
平
市
／

薬
用
植
物
を
生
か
し
て
産
業
振
興
を

再
犯
防
止
推
進
計
画
の
策
定
等
を
／

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
便
性
向
上

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の

終
活
支
援
に
つ
い
て

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
等
／

が
ん
に
な
っ
て
も
安
心
な
生
活
を

鈴
木
洋
一
議
員

（
政
和
会
）

吉
本
ゆ
う
す
け
議
員

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

深
谷
幸
信
議
員

（
政
和
会
）

外
山
ま
な
み
議
員

（
政
和
会
）

山
田
大
輔
議
員

（
政
和
会
）

さ
と
う
悦
子
議
員

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

水
口
か
ず
え
議
員

（
ま
ち
づ
く
り
市
民
こ
だ
い
ら
）
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一般質問

議
員
の
寄
附
行
為
は

議
員
の
寄
附
行
為
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

政
治
家
が
、
選
挙
区
内
の
人
や
団

体
に
あ
い
さ
つ
状
（
答
礼
の
た
め
の

自
筆
に
よ
る
も
の
は
除
く
）
を
出
し

た
り
、
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
受
け

取
っ
た
人
も
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
対
し

寄
附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

用
語
の
解
説

用
語
の
解
説

※
１　

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は

　

デ
フ
（Deaf

）
は
、英
語
で
耳

が
聞
こ
え
な
い
と
い
う
意
味
で
、

国
際
的
な
ろ
う
者
の
た
め
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
こ
と
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
同
じ
く
４
年
に
１
度
、
夏
季

大
会
と
冬
季
大
会
が
開
か
れ
る
。

※
２　

Ｇ
Ｘ
と
は

　

グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
の
略
語
で
、
化
石
エ
ネ

ル
ギ
ー
中
心
の
産
業
、
社
会
構
造

を
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心

の
構
造
に
転
換
し
て
い
く
、
経
済

社
会
シ
ス
テ
ム
全
体
の
変
革
に
向

け
た
取
組
の
こ
と
。

※
３　

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

　

ピ
ア
（peer

）
は
、
同
じ
立
場

に
あ
る
仲
間
を
意
味
し
、
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
と
は
、
自
分
の
経
験
を
生

か
し
て
同
じ
立
場
に
あ
る
、
同
じ

課
題
に
直
面
し
て
い
る
人
を
仲
間

と
し
て
支
え
る
こ
と
。

※
４　

ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ア
ラ
ー
と
は

　

仕
事
を
し
な
が
ら
家
族
等
の
介

護
に
従
事
す
る
人
の
こ
と
。

文
化
芸
術
振
興
を
進
め
る
た
め
に

質
問　

①
市
の
行
う
文
化
芸
術
振
興

に
お
け
る
各
施
策
が
成
功
し
た
と
す

る
明
確
な
指
標
は
。
市
は
ど
う
や
っ

て
そ
れ
を
検
証
、
確
認
す
る
の
か
。

　

②
市
独
自
の
カ
ラ
ー
を
教
育
に
取

り
入
れ
る
こ
と
が
、
こ
ど
も
を
育
む

上
で
重
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　

③
図
書
館
司
書
の
資
格
を
持
っ
た

人
を
正
式
に
採
用
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
採
用
に
つ
い
て
検
討
し
た
か
。

市
長　

①
文
化
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

に
お
い
て
、
計
画
期
間
終
了
の
令
和

１４
年
度
の
目
標
値
と
な
る
指
標
を
設

定
し
て
い
る
。
毎
年
度
、
各
施
策
の

事
業
実
施
状
況
の
点
検
、
評
価
を
行

い
、
進
捗
状
況
を
確
認
し
て
い
く
。

教
育
長　

②
小
学
校
で
は
こ
こ
ろ
の

劇
場
、
中
学
校
で
は
音
楽
鑑
賞
教
室

を
実
施
し
て
い
る
。
都
の
笑
顔
と
学

び
の
体
験
活
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

外
部
講
師
を
招し

ょ
う

聘へ
い

し
芸
術
等
へ
の

理
解
を
深
め
る
体
験
も
行
っ
て
い
る
。

音
楽
鑑
賞
等
を
通
し
、
豊
か
な
情
操

を
培
う
こ
と
は
重
要
と
捉
え
て
い
る
。

市
長　

③
一
般
職
の
職
員
に
司
書
資

格
を
取
得
さ
せ
、
図
書
館
運
営
が
適

切
に
執
行
で
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

専
門
職
の
採
用
は
考
え
て
い
な
い
。

教
育
長　

③
一
般
職
の
職
員
数
名
を

毎
年
、司
書
講
習
に
派
遣
し
て
お
り
、

司
書
資
格
を
取
得
さ
せ
て
い
る
。
図

書
館
運
営
に
支
障
は
な
い
こ
と
か
ら
、

専
門
職
の
採
用
は
考
え
て
い
な
い
。

文
化
芸
術
振
興
を
進
め
る
た
め
に

岡
田
し
ん
ぺ
い
議
員

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

人
生
１００
年
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
の 

介
護
予
防
に
つ
い
て

質
問　

①
筋
力
ア
ッ
プ
介
護
予
防
運

動
講
座
の
効
果
の
検
証
は
。

　

②
３
人
以
上
の
住
民
主
体
の
フ
レ

ト
レ
活
動
グ
ル
ー
プ
の
活
動
内
容
は
。

ま
た
、
効
果
の
検
証
は
。

市
長　

①
効
果
の
検
証
は
難
し
い
。

講
座
終
了
後
も
運
動
習
慣
を
継
続
で

き
る
よ
う
働
き
か
け
て
お
り
、
一
定

の
効
果
は
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

②
各
グ
ル
ー
プ
が
公
共
施
設
等
で
、

週
１
回
程
度
、
小
平
い
き
ら
く
筋
力

ア
ッ
プ
体
操
を
中
心
に
運
動
し
て
い

る
。
３
か
月
ご
と
の
体
力
チ
ェ
ッ
ク

で
、数
値
の
改
善
が
見
ら
れ
る
た
め
、

一
定
の
効
果
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

今

後

増

え

る 

ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ア
ラ
ー
対
策
に
つ
い
て

質
問　

①
経
済
産
業
省
に
よ
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
策
定
に
よ
っ
て
、
市
か
ら

企
業
に
働
き
か
け
な
ど
は
行
っ
た
か
。

　

②
独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ア
ラ
ー
対

策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
。

市
長　

①
国
か
ら
経
営
者
向
け
に
一

定
の
指
針
が
示
さ
れ
た
が
、
具
体
的

施
策
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど

か
ら
、働
き
か
け
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

②
ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ア
ラ
ー
に
特
化
し

た
支
援
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
介
護

す
る
家
族
へ
の
支
援
と
し
て
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
案
内
を
行
う
と
と
も
に
、

家
族
介
護
教
室
を
開
催
し
て
い
る
。

人
生
１００
年
時
代
の
介
護
予
防
／

増
え
る
ビ※
４
ジ
ネ
ス
ケ
ア
ラ
ー
対
策

中
倉
茂
和
議
員

（
市
議
会
れ
い
わ
新
選
組
）

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の 

居

住

支

援

を

質
問　

①
新
た
に
設
置
さ
れ
た
居
住

支
援
担
当
の
具
体
的
な
業
務
は
。

　

②
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
し
市

が
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
と
課
題
は
。

市
長　

①
こ
だ
い
ら
生
活
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
居
住
支
援
法
人

へ
の
つ
な
ぎ
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

他
自
治
体
や
国
の
動
向
を
踏
ま
え
、

居
住
支
援
協
議
会
の
早
期
設
置
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

②
こ
だ
い
ら
生
活
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
て
お
り
、
市
で
は
、

情
報
等
の
共
有
で
新
た
な
居
住
支
援

法
人
と
の
つ
な
ぎ
に
努
め
て
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
相
談
を
受
け
た
際
、

住
ま
い
継
続
の
支
援
等
を
し
て
い
る
。

課
題
は
、
住
ま
い
の
確
保
で
あ
る
。

子
ど
も
と
大
人
が
と
も
に
学
ぶ 

包
括
的
性
教
育
を
す
す
め
よ
う

質
問　

①
包
括
的
性
教
育
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
の
見
解
は
。

　

②
包
括
的
性
教
育
を
幼
児
期
か
ら

行
う
こ
と
に
つ
い
て
、市
の
見
解
は
。

教
育
長　

①
身
体
や
生
殖
の
仕
組
み

だ
け
で
な
く
、
人
間
関
係
や
性
の
多

様
性
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
な
ど
幅
広

い
テ
ー
マ
を
含
む
教
育
で
あ
る
。

市
長　

②
こ
ど
も
の
心
と
体
の
健
康

を
育
む
こ
と
に
加
え
、
性
犯
罪
や
性

暴
力
か
ら
守
る
観
点
か
ら
も
、
発
達

段
階
に
応
じ
て
幼
児
期
か
ら
適
切
に

行
う
こ
と
が
肝
要
と
考
え
て
い
る
。

日
本
郵
便
株
式
会
社
と
小
平
市
の 

包
括
的
連
携
強
化
に
つ
い
て

質
問　

①
郵
便
局
で
の
図
書
館
の
本

の
返
却
に
つ
い
て
小
平
市
の
展
望
は
。

　

②
Ｆ
Ｃ
東
京
ポ
ス
ト
の
設
置
を
通

じ
た
Ｆ
Ｃ
東
京
と
の
連
携
は
。

教
育
長　

①
利
便
性
の
大
幅
な
向
上

は
見
込
め
ず
、
配
送
の
コ
ス
ト
や
、

返
却
の
情
報
を
シ
ス
テ
ム
に
す
ぐ
に

反
映
で
き
な
い
た
め
考
え
て
い
な
い
。

市
長　

②
Ｆ
Ｃ
東
京
の
チ
ー
ム
カ
ラ

ー
を
施ほ

ど
こし
た
郵
便
ポ
ス
ト
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
Ｆ
Ｃ
東
京
等
の
意
見
を

聞
き
、
連
携
を
検
討
し
て
い
く
。

み

ど

り

の

維

持

と 

安
全
性
の
両
立
に
向
け
て

質
問　

①
玉
川
上
水
南
側
の
上
水
南

町
に
隣
接
す
る
緑
道
は
、
木
の
根
の

隆
起
が
断
続
的
に
あ
り
、
ウ
ッ
ド
チ

ッ
プ
の
敷ふ

設せ
つ
な
ど
対
応
が
必
要
で
は
。

　

②
五
日
市
街
道
に
沿
っ
た
玉
川
上

水
南
側
の
上
水
本
町
に
隣
接
す
る
遊

歩
道
に
つ
い
て
は
、
歩
行
エ
リ
ア
拡

幅
を
求
め
、都
と
協
議
す
べ
き
で
は
。

市
長　

①
根
上
が
り
対
策
は
樹
木
の

生
育
に
支
障
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る

た
め
、慎
重
な
対
応
が
必
要
と
な
る
。

　

②
東
京
都
が
歩
道
と
し
て
管
理
し

て
い
る
が
、
こ
の
区
間
は
、
市
民
団

体
が
自
生
野
草
を
保
護
し
て
い
る
た

め
、
東
京
都
に
相
談
し
て
い
く
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

〇
市
長
の
退
職
手
当
と
小
平
市
特
別

職
報
酬
等
審
議
会
の
開
催
に
つ
い
て

小
平
市
の
公
共
施
設
の
利
用
者
負
担
の 

見
直
し
に
関
す
る
考
え
方
を
問
う

質
問　

①
集
会
施
設
な
ど
の
利
用
者

負
担
の
見
直
し
を
凍
結
す
る
に
至
っ

た
経
過
は
。

　

②
公
共
施
設
の
利
用
者
負
担
の
検

討
は
白
紙
に
戻
す
べ
き
と
考
え
る
が

見
解
は
。

市
長　

①
公
平
性
の
観
点
か
ら
利
用

者
負
担
の
見
直
し
の
検
討
を
進
め
て

き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
な

ど
の
社
会
経
済
情
勢
に
鑑
み
、
令
和

２
年
度
か
ら
検
討
を
凍
結
し
て
い
る
。

　

②
今
後
に
向
け
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
に
よ
り
集
会
施
設
等
の
利
用

が
低
迷
し
、
そ
の
後
も
十
分
な
回
復

を
見
て
い
な
い
現
状
も
踏
ま
え
、
市

民
の
交
流
や
活
動
を
妨
げ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、慎
重
に
判
断
し
て
い
く
。

公
民
館
、
地
域
セ
ン
タ
ー
等
は 

指
定
管
理
者
制
度
で
ど
う
変
わ
る
の
か

質
問　

新
た
な
公
共
施
設
の
設
置
条

例
を
制
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
公

民
館
運
営
審
議
会
の
諮
問
手
続
を
踏

ま
え
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
と
教

育
委
員
会
の
見
解
は
。

市
長　

教
育
委
員
会
に
お
い
て
判
断

さ
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

教
育
長　

現
時
点
で
は
諮
問
は
考
え

て
い
な
い
。
今
後
、
詳
細
な
管
理
、

運
営
に
つ
い
て
、
関
係
課
で
検
討
す

る
中
で
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

諮
問
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

青
木
教
育
長
の
一
年
を
総
括
す
る

質
問　

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
は
教
育
長
就
任
後
何
校
増
え
た
か
。

ま
た
、
地
域
と
の
連
携
の
進
捗
は
。

　

②
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
が
示

す
個
別
最
適
化
学
習
の
進
捗
は
。

教
育
長　

①
令
和
５
年
度
は
４
校
、

６
年
度
は
３
校
が
新
た
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
移
行
し
て
い
る
。

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
増
加
に

つ
な
が
る
な
ど
の
成
果
が
あ
っ
た
。

　

②
学
習
者
用
端
末
の
導
入
に
よ
り
、

学
習
内
容
の
確
実
な
定
着
や
、
学
習

を
深
め
る
活
動
等
を
児
童
・
生
徒
自

ら
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

各
校
で
は
端
末
の
活
用
方
法
を
研
究

し
て
お
り
、
今
後
も
市
立
小
・
中
学

校
全
校
の
授
業
改
善
に
努
め
て
い
く
。

小
平
市
内
の
外
来
種
雑
草
等
の 

繁
殖
状
況
に
つ
い
て
伺
う

質
問　

①
ナ
ガ
ミ
ヒ
ナ
ゲ
シ
等
の
外

来
種
雑
草
に
つ
い
て
、
市
内
公
園
の

繁
殖
状
況
の
調
査
は
行
っ
て
い
る
か
。

　

②
市
内
公
園
と
市
道
に
お
け
る
外

来
種
雑
草
の
除
去
手
段
は
。

市
長　

①
繁
殖
状
況
の
把
握
に
特
化

し
た
調
査
は
実
施
し
て
い
な
い
。

　

②
除
草
等
業
務
委
託
に
よ
る
除
去

の
ほ
か
、
著
し
い
繁は

ん

茂も

に
よ
り
、
公

園
や
道
路
機
能
に
支
障
が
生
じ
た
場

合
等
は
、
市
職
員
が
除
去
を
し
て
い

る
。
公
園
・
道
路
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
除
草
活
動
も
行
わ
れ
て
い
る
。

訪
問
介
護
報
酬
の
引
下
げ 

撤

廃

を

求

め

る

質
問　

訪
問
介
護
事
業
所
で
は
、
慢

性
的
な
人
手
不
足
に
つ
い
て
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
市
の
実
態

把
握
か
ら
見
え
て
く
る
状
況
に
つ
い

て
、
ま
た
、
市
と
し
て
訪
問
介
護
事

業
所
を
支
援
す
る
こ
と
も
必
要
と
考

え
る
が
見
解
は
。

市
長　

介
護
人
材
の
確
保
及
び
定
着

を
図
る
た
め
、
訪
問
介
護
職
員
と
し

て
従
事
す
る
た
め
に
必
要
な
介
護
職

員
初
任
者
研
修
の
受
講
費
用
に
つ
い

て
補
助
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
、

社
会
、
経
済
情
勢
の
変
化
や
、
国
の

経
済
対
策
の
動
向
を
注
視
し
、
国
や

東
京
都
と
連
携
し
な
が
ら
介
護
事
業

所
へ
の
支
援
に
努
め
て
い
く
。

小
平
市
地
域
防
災
計
画
及
び 

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
問
う

質
問　

自
主
防
災
組
織
に
加
入
し
て

い
な
い
人
に
、
情
報
や
支
援
が
行
き

届
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
声
が

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
市
と

し
て
の
対
応
は
。

市
長　

各
避
難
所
を
基
点
に
物
資
配

布
等
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
防

災
行
政
無
線
、
災
害
時
緊
急
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
防
災
防
犯
緊
急
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
、
大
手
携
帯
キ
ャ
リ
ア
に
よ

る
緊
急
速
報
メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
Ｌ

ア
ラ
ー
ト
、
市
や
消
防
団
に
よ
る
広

報
車
等
を
通
じ
て
、
情
報
提
供
し
て

い
く
。

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
居
住
支
援
を
／

包
括
的
性
教
育
を
す
す
め
よ
う

日
本
郵
便
株
式
会
社
と
の
連
携
強
化
／

み
ど
り
の
維
持
と
安
全
性
の
両
立

公
共
施
設
の
利
用
者
負
担
を
問
う

公
民
館
等
が
指
定
管
理
者
制
度
に

青
木
教
育
長
の
一
年
を
総
括
す
る
／

外
来
種
雑
草
等
の
繁
殖
状
況

訪
問
介
護
報
酬
引
下
げ
撤
廃
を
／

地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

柴
尾
ひ
ろ
み
議
員

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

福
室
英
俊
議
員

（
政
和
会
）

細
谷　

正
議
員

（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

比
留
間
洋
一
議
員

（
政
和
会
）

三
輪
博
美
議
員

（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）
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この市議会だよりは、環境に配慮して古紙配合の再生紙と植物油由来のインキを使用しています。

　

６
月
定
例
会
で
は
様
々
な
議
案
に

つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
も
、
よ
り
分
か
り
や
す

い
紙
面
づ
く
り
に
広
聴
広
報
特
別
委

員
一
同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒
１８７

−

８７０１
小
平
市
小
川
町
二
丁
目

�

１
３
３
３
番
地

☎
０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
６
６

�

FAX
０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
６
７

あ
と
が
き

あ
と
が
き

意見書意見書
　６月定例会で
は２件の意見書
を可決し、関係
機関へ送付しま
した。� （要旨）

《
小
学
３
年
生
》

○
４
月
３０
日　

二
小
１０１
人

○
５
月
２８
日　

花
小
金
井
小
１２７
人

○
５
月
３０
日　

六
小
７０
人

○
６
月
１１
日　

五
小
１４１
人

○
６
月
１３
日　

七
小
１１３
人

○
６
月
１８
日　

十
一
小
１０９
人

○
６
月
１９
日　

十
五
小
８９
人

○
６
月
２１
日　

学
園
東
小
６５
人

○
６
月
２４
日　

三
小
１１８
人

○
６
月
２５
日　

十
小
１１４
人

○
６
月
２７
日　

九
小
７５
人

議
場
見
学

議
場
見
学

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

　
６
月
定
例
会
で
は
、
請
願
４
件
を
新
た
に
受
理
し
、
採
択
し
ま
し
た
。
陳
情
は
３

件
を
受
理
し
、
全
議
員
及
び
執
行
機
関
に
陳
情
文
書
表
を
配
付
し
ま
し
た
。

　
採
択
し
た
請
願
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

請
願
は
意
見
書
欄
に
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

い
じ
め
重
大
事
態
の
調
査
報
告
書
に
つ
い
て 

原
案
の
文
章
を
第
三
者
が
作
成
し
提
言
の
実
施
状
況
を

報
告
す
る
こ
と
等
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

有
害
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
一
部
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
に
よ
る
地
下
水
汚
染
の

原
因
究
明
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

学
童
ク
ラ
ブ
の
開
設
時
間
延
長
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

１　

い
じ
め
重
大
事
態
の
調
査
報
告

書
は
、
小
平
市
教
育
委
員
会
い
じ
め

問
題
対
策
委
員
会
な
ど
の
第
三
者
委

員
会
や
委
託
し
た
弁
護
士
な
ど
の
第

三
者
が
原
案
か
ら
文
章
を
作
成
す
る

た
め
に
、
実
施
時
期
、
予
算
、
作
成

方
法
等
の
検
討
を
早
急
に
開
始
し
て

く
だ
さ
い
。

２　

い
じ
め
重
大
事
態
調
査
報
告
書

で
な
さ
れ
た
提
言
を
実
施
す
る
た
め

の
計
画
を
立
て
、
そ
の
実
施
状
況
を

半
年
に
１
回
の
頻
度
で
市
教
育
委
員

会
定
例
会
へ
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

３　

原
則
と
し
て
、
い
じ
め
被
害
者

や
そ
の
保
護
者
か
ら
の
意
向
に
応
じ

て
い
じ
め
重
大
事
態
の
調
査
報
告
書

を
公
表
し
て
く
だ
さ
い
。

請
願
者　

小
平
市
花
小
金
井
１
丁
目

柏
本　

浩
二

　

市
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
の
流
出
源
の

特
定
に
向
け
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
を
保
管

及
び
使
用
し
て
い
た
在
日
米
軍
基
地

及
び
民
間
事
業
者
な
ど
の
施
設
や
工

場
を
調
査
す
る
よ
う
、
ま
た
必
要
な

場
合
は
立
入
り
調
査
を
す
る
よ
う
、

都
内
の
２５
市
と
連
携
し
て
国
や
東
京

都
に
働
き
か
け
て
く
だ
さ
い
。

請
願
者　

小
平
市
大
沼
町
７
丁
目

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
問
題
を
考
え
る
会

深
澤　

洋
子　

外
９２２
人

　

小
平
第
一
小
学
校
、
小
平
第
三
小

学
校
、
小
平
第
九
小
学
校
、
小
平
第

十
四
小
学
校
の
学
童
ク
ラ
ブ
の
開
設

時
間
の
延
長
に
つ
い
て
、
速
や
か
に

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

請
願
者　

小
平
市
た
か
の
台

片
岡　

浩
一　

外
８９
人

　

意
見
書
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
と
し
て
の
意
思
を
意
見
と
し

て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政

庁
に
文
書
で
提
出
す
る
も
の
で
す
。

（
地
方
自
治
法
第
９９
条
）

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
地
区

に
お
け
る
即
時
停
戦
と
人
道

支
援
の
た
め
の
さ
ら
な
る
外
交

努
力
を
国
に
求
め
る
意
見
書

　

イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
イ

ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
の
軍
事
衝
突
に

よ
り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
地

区
に
お
い
て
尊
い
人
命
が
深
刻
な
危

機
的
状
況
に
さ
ら
さ
れ
、
市
街
地
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
人
道
法
は
、
人
道
的
な
取
扱

い
を
定
め
て
お
り
、
子
ど
も
を
含
む

民
間
人
を
無
差
別
に
殺
傷
す
る
こ
と

は
、
明
白
な
国
際
法
違
反
で
す
。

　

昨
年
１２
月
１２
日
の
国
連
総
会
で
は
、

人
道
目
的
の
即
時
停
戦
と
人
道
支
援

の
確
保
な
ど
を
求
め
る
決
議
案
が
日

本
も
含
む
１５３
か
国
の
賛
成
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
の
決
議
に
は
、
紛

争
当
事
国
な
ど
は
反
対
し
て
い
た
た

め
、
履
行
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

日
本
政
府
は
こ
れ
ま
で
も
様
々
に

努
力
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
な
お
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
全
て
の
当

事
者
及
び
国
際
社
会
が
、
人
道
目
的

の
即
時
停
戦
、
国
際
人
道
法
を
含
む

国
際
法
の
遵
守
、
人
道
支
援
物
資
の

供
給
に
よ
る
人
道
上
の
危
機
的
状
況

の
改
善
を
実
現
す
る
よ
う
、
国
会
及

び
関
係
行
政
庁
に
さ
ら
な
る
外
交
的

努
力
を
尽
く
す
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
宛
て

有
害
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る

一
部
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
汚
染
か
ら
小
平 

市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、 

早
急
な
対
策
を
求
め
る
意
見
書

　

有
機
フ
ッ
素
化
合
物（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）

の
一
部
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

（
以
下
「
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
」
と
い
う
。）

等
の
有
害
性
に
つ
い
て
、
全
米
ア
カ

デ
ミ
ー
ズ
が
発
が
ん
性
リ
ス
ク
や
、

胎
児
や
こ
ど
も
の
発
育
不
全
等
と
の

関
連
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

小
平
市
を
含
む
多
摩
地
域
で
は
、

令
和
４
年
か
ら
５
年
に
か
け
て
、
市

民
団
体
に
よ
っ
て
、
当
該
市
区
の
住

民
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
の
血
中
検
査
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
検
査
結
果
で
は
、

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
の
血
中
濃
度
が
令
和
３

年
の
環
境
省
の
全
国
調
査
と
比
べ
２

～
３
倍
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

現
状
、
ど
の
程
度
の
血
中
濃
度
で

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
が
存
在
す
る
場
合
に
健

康
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る
か
に

つ
い
て
は
い
ま
だ
確
定
的
な
知
見
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
健
康
へ
の
影
響
に

つ
い
て
は
、
現
在
も
国
際
的
に
様
々

な
知
見
に
基
づ
く
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

国
及
び
東
京
都
に
対
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
等
の
健
康
へ
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て

調
査
を
行
い
、
血
中
濃
度
の
基
準
値

の
決
定
等
を
行
う
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び

関
係
行
政
庁
に
対
し
、
次
の
事
項
を

求
め
ま
す
。

１　

国
内
外
の
最
新
の
科
学
的
知
見

を
集
め
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
に
関
し
て
健

康
に
影
響
が
出
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
血
中
濃
度
の
基
準
値
を
早
急
に
決

定
し
、
国
民
に
対
す
る
情
報
発
信
に

努
め
る
こ
と
。

２　

現
時
点
で
必
要
と
考
え
ら
れ
る

健
康
調
査
を
実
施
し
、
デ
ー
タ
を
蓄

積
す
る
こ
と
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
環

境
大
臣
、
東
京
都
知
事
宛
て

市民と議会の意見交換会を開催しました
　市議会では、「地域と大学等の連携について」をテーマに、令和６年
度初めての意見交換会を開催しました。令和６年３月定例会に関する報
告を行ったのち、グループに分かれ、設定したテーマ及び市政全般につ
いて市民の皆様と意見交換を行いました。
　多くのご意見をいただき、ありがとうございました。
　開催の概要は以下のとおりです。

　意見交換の内容やいただいたご意見、アンケート結果の
詳細については、市議会ホームページのほか、市役所７階
議会事務局でもご覧いただけます。
　今後も市民の皆様との意見交換の機会を定期的に設けて
まいります。多くの方のご参加をお待ちしております。

５月18日（土）午後２時から午後４時まで
白梅学園大学　I（アイ）棟　１階　13講義室
36人

 日　時 
 会　場 
 参加者 

会 派 の 構 成会 派 の 構 成
　会派は、政策を中心とした理念を共有する議員で構成されています。小平市議会で
は、小平市議会基本条例第４条で議会活動を行うため、会派を結成することができる
と定められています。２人以上の議員をもって会派を構成することができます。　

政和会（８人）
○鈴木　洋一　石津はるか　外山まなみ
　比留間洋一　深谷　幸信　福室　英俊
　松岡あつし　山田　大輔

○＝幹事長
市議会公明党（６人）

○虻川　　浩　佐藤　　徹　髙橋　政美
　津本　裕子　橋本　孝二　幸田　昌之

フォーラム小平（５人）
○吉本ゆうすけ　岩本　　誠　岡田しんぺい
　川里　富美　中江　美和

日本共産党小平市議団（３人）
○細谷　　正　鈴木だいち　三輪　博美

一人会派の会（２人）
○伊藤　　央　安竹　洋平

生活者ネットワーク（２人）
○さとう悦子　柴尾ひろみ
《無会派》

まちづくり市民こだいら（１人）
　水口かずえ

《無会派》
市議会れいわ新選組（１人）

　中倉　茂和

議 場 議 席 図議 場 議 席 図

傍　聴　席　(60席)

議長席

演壇

理事者席 理事者席

6
水口

5
中倉

4
橋本

3
髙橋

15
岡田

14
安竹

12
佐藤（徹）

25
吉本

24
伊藤

23
津本

8
三輪 7

岩本
18
柴尾 17

鈴木（だ）
16
川里

28
さとう（悦）

27
細谷 26

中江

2
石津

1
深谷

11
山田

10
福室

21
松岡

19
鈴木（洋）

9
外山

20
比留間

13
幸田

22
　川
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